
■ラインアップ

■アプリケーションインタフェース（仕様および最大値）

1ZB／システム

128EB／表

4～1,017

1～1,024

1～4,096

1～4,096擬似スレッド／リアルスレッド

4,096表／システム　200表／DBエリア

1～1,000

B-treeインデクス、レンジインデクス

32／表　8,192／システム　400／DBエリア

UTF-8、Shift-JIS

SQL92およびSQL99に準拠

最大300,000バイト

最大100バイト

Type4 JDBCドライバ

ODBC3.0、ODBC3.5

C言語API

システム最大サイズ

表最大サイズ

DBエリア数

同時接続数

処理リアルスレッド数

疑似スレッド数

最大表数

表およびビューの列数

インデクス種別

最大インデクス数

文字コード

SQLサポートレベル

SQL文長

スキーマ、表、列、インデクスの名称

JDBC

ODBC

CLI

ユーザーデータ容量

CPUコア

メモリー

基本構成

3.3TB

6コア

96GB

不可

なし

標準価格1,000万円（税別）

254×668×442mm

本格的なシステム導入に向けた
検証や評価、開発や試行に

9.0TB

8コア

96GB

18.0TB

20コア

192GB

ユーザーデータ容量の拡張

運用管理機能

価格（サポート別）

外形寸法（W×D×H）

主な利用用途

デスクサイドモデル

項目分類

システム関連

DB関連

SQL関連

内容

エントリーモデル スタンダードモデルモデル名

可能（オプション）

あり（統合システム運用管理JP1を同梱）

個別見積もり

600×1,125×820mm

API

・Microsoft、Windows、およびWindows NTは、米国Microsoft Corporationの米国および
その他の国における登録商標または商標です。
・Linuxは、Linus Torvalds氏の日本およびその他の国における登録商標または商標です。
・TPC-Hは、Transaction Processing Performance Councilの商標です。
・記載の会社名、製品名は、それぞれの会社の商標もしくは登録商標です。

正しく安全にお使いいただくため、ご使用の前に必ず「ハードウェアオペレーティング
マニュアル」、「設備計画書」、「使用上のご注意」をよくお読みください。安全に関するご注意

　カタログに記載の仕様は、製品の改良などのため予告なく変更することがあります。また、製品写真は出荷時のものと異なる場合があります。
　本製品を輸出される場合には、外国為替及び外国貿易法の規制ならびに米国の輸出管理規則など外国の輸出関連法規をご確認のうえ、必要な手続きをお取りください。
   なお、ご不明な場合は、弊社担当営業にお問い合わせください。

●

●

株式会社 日立製作所 ITプラットフォーム事業本部
は、株式会社 日立製作所 情報・通信システム社
として環境マネジメントシステムに関する国際
規格ISO（国際標準化機構）14001：2004の審査
を受け、登録された事業本部です。当事業本部
では、製品の開発および製造段階における環境
問題に積極的に取り組んでいます。

登録番号：EC02J0400  登録日：1995年7月19日

本仕様はHitachi Advanced Data Binder 02-02における最大値およびアプリケーションインタフェースを抜粋したものです。予告なく変更する可能性があります。

最新の仕様は下記の製品情報サイトでご確認ください。

Printed in Japan(H)
2014.5CA-968

製品に関する詳細・お問い合わせは下記へ

http://www.hitachi.co.jp/soft /ask/

http://www.hitachi.co.jp/data-binder/
■　インターネットでのお問い合わせ

■　製品情報サイト

情報・通信システム社　ITプラットフォーム事業本部

本格的なシステム導入に より大規模なシステム導入に

そのスピードが、イノベーションの幕をひらく。

本カタログはAdobe社Acrobatにより制作したPDFカタログです。All Rights Reserved Copyright © 2014.Hitachi.Ltd.



天候や気温などによって
消費行動が変化する

POS 顧客情報 気象情報

Hitachi Advanced Data Binder プラットフォーム

現場の
知恵

データ

スピード

仮説仮説

修理部品の欠品が
作業時間を長くする

現場の
知恵

スピード

× ×現場の知恵 データ スピード

イノベーションイノベ
❶使っていなかったデータの活用例（スーパーマーケット）

ベーション
❷既存データの新しい観点での活用例（OA機器保守）

自社従来比約100倍
※2

の検索性能を
実現する画期的な高速データ処理技術
従来は決定的な順序で行われていたデータアクセス処理を

並列実行単位に自動分割し、非決定的な処理順序で実行。

これにより、I/O発行数が2桁増加して自社従来比約100倍の検索

が可能となり、さらにJOIN処理も高速に処理できます。

※2 当社従来製品との比較。解析系データベースに関する標準的なベンチマークを元に作成した、各種データ解析
　　 要求の実行性能を計測。データ解析要求の種類によって高速化率には差が見られるが、データベースにおいて
　　 特定の条件を満たす一定量のデータを絞り込んで解析を行うデータ解析要求を対象とした結果。

SIノウハウを反映した
ベストプラクティスモデルを提供
日立が提供する高信頼・高性能なサーバとストレージに、
超高速データベースエンジンを搭載。日立のSIノウハウを反映
してサイジングした検証済みのモデル「ベストプラクティス
モデル」で提供します。デスクサイドモデル、エントリーモデル、
スタンダードモデルの3つのモデルを用意しており、用途や
システム規模に応じて選択できます。

部門での適用や、本格適用前の検証や評価、開発や試行にお使いいただけます。ユーザーデータ容量は最大3.3TBです。

クイックスタートが実現できるデスクサイドモデルを用意

エントリーモデルとスタンダードモデルでは、データ量の増加やデータの種類の増加に応じて、段階的にストレージを追加可能。これにより、

お客さまのビジネス拡大に合わせて柔軟にシステムを拡張できます。さらに、システムを拡張してもストレージの機能で性能をキープできます。

世界初の技術で現場での自由な分析を支援。

TPC-H：Top Ten Performance Results Version2 Results
（http://www.tpc.org/tpch/results/tpch_perf_results.asp）

出典：

円の面積が登録件数を表す

100TB

30TB

日立

10TB

3TB
～1TB

2007年度 2013年度

従来の最高クラス

データベースシステムの検索処理性能
業界標準ベンチマーク「TPC-H」において

世界初、
100TBクラスに登録。

※3

※3　2013年10月19日時点

【DBサーバ】
日立アドバンストサーバ
HA8000/TS10-h

日立サーバ共通の
ハーフラックに搭載して提供。

仮説

検証

対応履歴 故障履歴 在庫管理

Hitachi Advanced Data Binder プラットフォーム

ベストプラクティスモデル

データ

仮説仮説 仮説

検証

日立アドバンストサーバ HA8000/RS110
Microsoft® Windows Server® 2012 Standard
統合システム運用管理 JP1

【管理サーバ】

エントリーモデル：日立アドバンストサーバHA8000/RS220
スタンダードモデル：日立アドバンストサーバHA8000/RS440
Red Hat® Enterprise Linux Server 6
超高速データベースエンジン

【DBサーバ】

エントリーモデル：Hitachi Unified Storage 110
スタンダードモデル：Hitachi Unified Storage 130

【ストレージ】

デスクサイドモデル
検証や評価、開発や試行に

エントリーモデル
本格的なシステム導入に

スタンダードモデル
より大規模なシステム導入に

導入容易性

ビジネスの拡大に合わせてフレキシブルにシステムを拡張拡張容易性

イノベーションの創出には、【事実確認】→【仮説作成】→【仮説検証】というプロセスが必要です。特に、【仮説作成】→【仮説検証】
をいかに素早く実行できるかがイノベーション創出のカギとなります。現場の知恵から作成した仮説を、今まで使っていなかった
データの掛け合わせや、既存データの新しい観点での見直しなどにより検証する必要がありますが、これまでのITシステムでは
処理スピードの制約でその実行が困難でした。
「Hitachi Advanced Data Binder プラットフォーム※1」は、大量データの超高速処理を実現。現場の知恵から作り出した仮説を
かつてないスピードで検証でき、新たな価値を生み出すイノベーションの創出を加速させます。

“超高速”処理で、見えない価値が見えてくる。

※1　内閣府の最先端研究開発支援プログラム「超巨大データベース時代に向けた最高速データベースエンジンの開発と当該エンジンを核とする戦略的社会サービスの実証・評価」（中心研究者：喜連川 東大教授／国立情報学研究所所長）の成果を利用。

課題 :

現場のノウハウをもとに
「夏の暑い日にも
しょうが湯の素が30代女性に
よく売れる」という仮説を作成。

「POS×顧客情報」では見えないが、
気象情報を加えることで、
仮説を検証できた。

POSデータから
売り上げ情報を把握。

現
「
し
よ

は見えないが、

店舗マネージャー

B支店 店舗マネージャーＡ支店 店舗マネージャー

POSデータから
売り上げ情報を

トライ＆エラー

売り上げ向上のため、チャンスロスを削減したい

スピ

ライ＆イ＆イ＆ ラエラエラー

事実確認

対応策 仮説作成

仮説検証

課題 :

「時間のかかる原因は
実作業時間ではなく、
部品の在庫切れでは？」
という仮説を作成。

「対応履歴×故障履歴×
在庫管理」から
時間のかかる真の原因を特定。

しきい値の変更など
在庫管理を見直す。

対応履歴DBから
各人の作業時間を調べる。

歴×

経営企画部門

業務改革部門C支店 店舗マネージャー 商品開発部門経営企画部門

ど
。

対応履歴DBか
各人の作業時

トライ＆エラー

顧客満足度向上のため、作業時間を短くしたい

スピ

ライ＆イ＆イ＆ ラエラエラー

事実確認

対応策 仮説作成

仮説検証

条件に合致したら、
商品の仕入れを増やす。


